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研究成果の概要（和文）：公共図書館の課題対応型サービスが定着するための条件を明確にする

ことを目的に各種調査を行い，以下の点を明らかにした。①サービスは複合的であり，重
点の置き方は図書館により異なる。②図書館員はサービスの多様性を容認している一方，業務

負担の増大に対して根強い抵抗がある。③従って，課題対応型のサービスに対する図書館員の

理解と参加，および必要な技能の獲得が鍵となる。④また，関連組織との協働型の連携がサー

ビス展開に効果的である。 
 
研究成果の概要（英文）：Interviews and a national survey were conducted to make clear 
conditions for settling a new service supporting community problem-solving in public 
libraries. The results are as follows: 1. A new service actually consists of a set of multiple 
services. Each library put different emphases in component services with the result that a 
variety of services are provided by different libraries under the same service. 2. Librarians 
generally accept varieties of services, while they are persistently reluctant to work more 
due to the introduction of a new service. 3. Therefore it is crucial for its success to get 
understanding and participation of the staff as well as to give them opportunities to 
acquire skills necessary to implement the service. 4. It is effective for the development of a 
new service to cooperate with relevant organizations. 
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研究分野：総合領域 
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１．研究開始当初の背景 
 本研究は，2005年度から 2007年度の３年
間に渡って実施してきた，科学研究費補助金
による共同研究「企業活動支援メカニズムと
しての公共図書館ビジネス支援サービスの

効果」（基盤研究 B：研究代表者田村俊作，
以下「先行研究」とする）の研究成果をもと
にしている。 
 わが国の公共図書館では，従来の貸出を基
盤に据えたサービスモデルに代えて，市民の
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課題解決支援をめざすサービスのような新
しいサービスを盛り込むことが可能となる
開かれたモデルの構築が求められている。先
行研究では，インタビュー調査を通じて，サ
ービスの効果に対する利用者の認識の構造
と，図書館内外におけるサービスの価値共有
の必要性を把握し，共有実現の条件を探った。 
 その結果，新しいサービスが人々に受け入
れられ成長するためには，利用者のニーズに
応えるために図書館がサービスとして創出
する価値が，利用者と図書館員，自治体・地
域の関係者と図書館員，および図書館員相互
によって共有されることが重要であること
が明確にされた。 
 
２．研究の目的 
 本研究では，公共図書館の利用者，自治
体・地域の関係者，および図書館員に対する
インタビュー調査によって，新規サービスが
価値を創出するための条件，および創出した
価値が人々に共有されるための条件を明確
にし，モデル化する。さらに，サービスを実
施している公共図書館に対する質問紙調査
により，モデルの有効性と適用可能性を検証
する。対象とするのは公共図書館のビジネス
支援サービスである。 
 
３．研究の方法 
 先行研究で主要な調査地とした３公共図
書館，および補足的に調査した１館において，
インタビューを中心とした継続調査を行い，
その結果をもとにモデルを構築する。また，
他の図書館において補足的なインタビュー
調査を行う。さらに，構築したモデルの適用
可能性を検証するための質問紙調査を行う。 
 
４．研究成果 
 公共図書館の新しいサービスにおいて強
調されている点は，(1)市民の課題解決を狙い
としていること，および，(2)他機関との連
携・協力の下に目的を達成しようとしている
こと，の２点である。本研究では，2007 年
度まで継続して行ってきた研究を踏まえ，以
上２点について公共図書館が具体的にどの
ようなことを行っているのか，その結果はど
のようなものかを理解し，そこからサービス
が持続的に成果を生み出すための条件を整
理・モデル化することを試みた。対象とした
サービスはビジネス支援サービスで，以前の
研究で主たる調査対象とした４図書館に対
する事例調査の継続と，そこで得られた知見
を確認するための追加の事例調査，及び調査
票による全国調査である。 
 これら一連の調査により，次のような知見
が得られた。(1)サービスは書架レイアウト，
レファレンスサービス，講演会等の会合，相
談会等の複数の要素で構成されている複合

的なものであり，重点の置き方は図書館によ
り異なる。サービス内容も，農業支援などが
含まれ，利用者主導型で多様である。(2)図書
館は主に提供しているサービスにより，書架
のレイアウトを中心とする「基礎的サービス
型」，レファレンスサービスを中心とする「レ
ファレンスサービス型」，ビジネス相談やセ
ミナーなども行なう「展開型」に大別された。
利用者や関係者との関係は，タイプによって
異なっており，基礎的サービス型は関わりが
最も少ないのに対し，展開型の関わりが最も
大きく，レファレンスサービス型はその中間
であった。ただし，広範なサービスが必ずし
も成功しているわけではなく，基礎的サービ
ス型で利用者によく利用される棚を作って
いる図書館がある一方，少数の職員で広範な
サービスを展開したり，関係機関に委任して
図書館が関与していないところなどがあっ
た。サービスとしての成功の条件は，次項以
降に記す。質問紙調査の結果では，基礎的サ
ービス型が実施館の大多数であった。(3)図書
館員は概してサービスの多様性を容認して
いる。一方，そのときどきの課題に対応しよ
うとする，課題対応型のサービス展開に対し
て根強い抵抗がある。(3)従って，課題対応型
のサービスに対する図書館員の理解，図書館
員自身がサービスに参加してすること，さら
に，サービスの実施に必要な技能の獲得がサ
ービス展開の鍵となる。質問紙調査の結果で
は，ビジネス支援図書館推進協議会の実施す
る講習会が，技能の獲得と意欲の喚起に重要
な役割を果たしていることが明らかになっ
た。(4)重要なもう一点は，産業振興課や商工
会議所等関連組織との連携である。この場合
鍵となるのは連携の形式で，棲み分け型のサ
ービス分担に対し，協働型の連携が効果的で
ある。また，協議会等，連携の継続性を保証
するための制度も重要である。 
 ビジネス支援サービスについて，サービス
が持続的に展開するための条件を明確にす
ることができた。今後はこれを踏まえ，法情
報サービスや健康情報サービス等の他の課
題解決支援サービスについて，本研究の知見
がどの程度適用可能かを明らかにすると共
に，アクションリサーチ等により，本研究の
知見が実際に働くかどうかを確かめること
が必要である。それにより，課題解決支援サ
ービスの展開に必要な実際的な条件を明確
にすることができる。 
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